
前
略

突
然
の
お
便

り
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
、
本
状
は
二
〇
一

六
年
一
〇
月
八
日
第
六

回
全
国
交
流
集
会
の
参

加
申
し

込
み
の

ご

住
所
に
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
「
安
倍
の
９
条

改
憲
Ｎ
Ｏ
！
３
０
０
０

万
人
署
名
」
を
な
ん
と

し
て
も
目
標
達
成
す
る

た
め
に
、
一
連
の
文
書

を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し

た
。

周
囲

の

「
九
条
の
会
」
の
仲
間

の
皆
様
に
も
、
ど
う
か

こ
の
訴
え
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
要

件
の
み
に
て
失
礼
い
た

し
ま
す
。

早
々

二
〇
一
八
年
七
月
二
三

日「
九
条
の
会
」
事
務
局

長

小
森
陽
一

日
高
九
条
の
会
事
務

局
は
添
付
の
一
連
の
文

書
「
全
国
の
『
九
条
の

会
』
の
み
な
さ
ん
へ
訴

え
」
、
「
３
０
０
０
万

人
署
名
を
達
成
し
、
安

倍
９
条
改
憲
に
終
止
符

を
」
「
３
０
０
０
万
人

署
名
用
紙
」
に
基
に
別

項
の
よ
う
に
訴
え
ま
し

た
。

日
高
九
条
の
会
の
学

習
会
を
始
め
て
か
ら
の

テ
キ
ス
ト
を
挙
げ
る
と
、

「
赤
ペ
ン
チ
ェ
ッ
ク
自

民
党
憲
法
改
正
草
案
」

「
日
米
地
位
協
定
入
門
」

「
そ
れ
で
も
、
日
本
人

は
『
戦
争
』
を
選
ん
だ
」

を3

年
間
か
け
て
読
み
ま

し
た
。
自
民
党
が
ど
の

よ
う
な
「
改
憲
」
を
す

る
の
か
と
い
う
疑
問
を

解
く
た
め
で
し
た
。
そ

し
て
現
憲
法
の
「
戦
争

放
棄
・
平
和
主
義
・
基

本
的
人
権
の
尊
重
」
の

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
上
で
米
軍
基
地
の

存
続
を
許
し
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
を
考
え
る
学

習
に
進

み
ま

し
た

。

「
憲
法
」
と
「
日
米
地

位
協
定
」
を
考
え
る
中

で
、
日
本
の
近
代
は
ど

の
よ
う
な
流
れ
に
な
っ

て
い
る
か
を
考
え
る
た

め
に
、
こ
の
テ
キ
ス
ト

を
選
び
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
日
本
の
歴
史
を
考

え
る
こ
と
に
よ
り
、
私

た
ち
は
未
来
を
ど
う
と

ら
え
る
こ
と
が
重
要
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
過
去

を
探
求
す
る
こ
と
は
、

未
来
の
道
標
を
知
る
と

言
う
こ
と
で
す
。
さ
ら

に
近
未
来
を
探
索
す
る

た
め
に
「
治
安
維
持
法

と
共
謀
罪
」
を
学
習
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
み

な
さ
ん
の
参
加
を
期
待

し
ま
す
。
（
長
谷
川
）

第７号 日高九条の会ニュース 2018年(平成30年)9月8日

発行者

日高九条の会

事務局

日高市武蔵台

5-16-11渡辺

方

日
高
九
条
の
会
ニ
ュ
ー
ス

９条改憲発議を断念させ安倍退陣を

西
日
本
で
の
大
災
害
が
あ
り
、
つ
づ

く
猛
暑
で
辛
い
日
々
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
び
と
の
生
命
と
人
権
に
無
感
覚
な
安

倍
自
民
党
の
驕
り
の
姿
が
ま
た
も
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
各
地
で
は
、

暑
さ
に
め
げ
ず
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」

の
３
０
０
０
万
人
署
名
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
７
月
22
日
に
は
延
長
通

常
国
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。
安
倍

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク

シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
（
以
下
実
行

委
員
会
）
に
は
６
月
７
日
の
第
一
次
署

名
提
出
の
後
も
、
各
地
・
各
団
体
な
ど

で
集
約
さ
れ
た
署
名
用
紙
が
連
日
到
着
、

延
長
国
会
の
７
月
上
旬
に
約
１
０
０
万

人
分
を
追
加
提
出
し
ま
し
た
。
国
会
は

秋
に
想
定
さ
れ
る
臨
時
国
会
ま
で
閉
会
、

請
願
署
名
の
提
出
は
中
断
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
今
期
の
通
常
国
会
で
の

「
改
憲
発
議
」
を
阻
む
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
安
倍
自
民
党
は
、

戦
争
法
の
発
動
や
９
条
改
憲
論
に
利
用

し
て
き
た
「
北
朝
鮮
の
脅
威
」
が
揺
ら

い
で
も
、
な
お
「
年
内
発
議
」
を
断
念

せ
ず
、
安
倍
は
自
民
党
総
裁
選
の
３
選

達
成
を
テ
コ
に
、
臨
時
国
会
で
の
改
憲

を
表
明
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
は
、

３
０
０
０
万
人
署
名
の
第
４
次
集
約
を

「
９
月
30
日
」
に
設
定
し
ま
し
た
。
暑

さ
と
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
取
組
み
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
あ
ら
た
め
て
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
９
月
８
日
は
、
「
安
倍

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
統
一
署
名
」

の
キ
ッ
ク
オ
フ
か
ら
１
年
目
に
あ
た

り
ま
す
。
ま
た
、
９
月
19
日
は
、

「
戦
争
法
」
（
安
保
法
制
）
の
強
行

成
立
か
ら
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
実
行

委
員
会
は
９
月
１
日
（
土
）
～
９
日

（
日
）
を
「
全
国
一
斉
署
名
行
動
週
間
」

と
し
、
各
地
の
み
な
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

の
実
情
に
合
っ
た
取
り
組
み
で
呼
応
し

て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
懸
命
に
署
名
と
対
話
の
拡

大
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
さ
ら
に
大
き
く
広
げ
る

こ
と
が
、
改
憲
発
議
を
断
念
さ
せ
、
安

倍
退
陣
を
迫
る
う
え
で
不
可
欠
で
す
。

そ
の
意
味
で
、
こ
の
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
の
私
た
ち
の
行
動
が
、
ま
さ
に
正
念

場
を
迎
え
ま
す
。

秋
の
臨
時
国
会
に
再
び
署
名
の
山
を

積
み
上
げ
、
「
３
０
０
０
万
人
署
名
」

の
力
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
８
年
８
月
25
日

日
高
九
条
の
会
事
務
局

３
０
０
０
万
人
署
名
を
進
め
よ
う

小
森
事
務
局
長
が
本
会
に
要
請
文

四
年
目
を
迎
え
る
「
日
高
九
条
の
会
」
学
習
会

日
高
九
条
の
会
の

旗
が
準
備
中
で
す
。

懸
案
だ
っ
た
日
高
九

条
の
会
の
旗
が
い
よ
い
よ

お
目
見
え
し
ま
す
。
製
作

費
は
こ
れ
ま
で
み
な
さ
ま

か
ら
の
カ
ン
パ
で
賄
わ
れ

ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
緑
川

さ
ん
が
担
当
、
図
案
を
い

く
つ
か
提
案
し
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
も
と
に
決
定
し
ま
し

た
。
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
発

注
後
、
２
週
間
ほ
ど
で
会

に
届
く
予
定
で
す
。



１
月
15
日

Ｓ
Ａ
９
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

去
年
の
２
０
１
７
ピ
ー

ス
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
に

出
演
し
た
日
高
在
住
の

ド
イ
ツ
人
・
シ
ル
ヒ
ト

マ
ン
さ
ん
が
１
月
15
日

付
の
東
京
新
聞
に
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
写

真
は
「
九
条
支
持

国

連
決
議
を
」
と
い
う
運

動
を
起
こ
し
た
「
Ｓ
Ａ

９
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

紹
介
記
事
で
す
。
こ
れ

と
は
別
に
「
憲
法
九
条

に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
」
と

い
う
運
動
が
日
本
で
起

き
て
い
ま
す

３
月
24
日

安
倍
政
治
は
い
や
だ

９
区

連
絡

会
日

高
会

（
Ａ
Ｓ
Ｉ
日
高
）
が
往

復
は
が
き
大
の
署
名
用

紙
を
作
成
、
市
内
全
域

に
ポ
ス
ト
イ
ン
し
ま
し

た
。
日
高
九
条
の
会
は

費
用
の
一
部
１
８
０
０

０
円
を
負
担
し
ま
し
た

４
月
７
日

九
条
の
会
全
国
集
会

京
浜
東
北
線
の
王
子

駅
前
に
あ
る
「
北
と
ぴ

あ
」
で
九
条
の
会
全
国

集
会
が
開
催
さ
れ
、
１

０
０
０
名
が
集
い
ま
し

た
。
主
催
者
側
よ
り
３

０
０
０
万
人
署
名
＝
安

倍9

条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

憲

法
を
生
か
す
全
国
統
一

署
名
は
６
６
０
万
筆
に

達
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
呼
び
か
け

人
で
作
家
の
澤
地
久
枝

さ
ん
は
「
ア
ベ
政
治
を

許
さ
な
い
」
キ
ャ
ン
ド

ル
デ
モ
を
提
案
、
４
月

14
日
（
土
）
午
後
６
時

か
ら
国
会
正
門
前
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
と
訴

え
ま
し
た
。

世
話
人
の
愛
敬
浩
二

名
大
教
授
、
池
内
了
名

大
名
誉
教
授
、
伊
藤
千

尋
元
朝
日
新
聞
記
者
な

ど
７
人
の
方
が
発
言
し

ま
し
た
。

各
地
の
経
験
交
流
で

は
、
東
北
６
県
首
長
の

会
、
東
京
日
の
出
町
の

九
条
の
会
な
ど
か
ら
署

名
の
取
り
組
み
が
生
き

生
き
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
宗
教
者
の
方
は
檀

家
の
方
を
訪
問
し
署
名

を
広
げ
て
い
ま
す
。
集

会
は
最
後
に
「
安
倍
９

条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

３
０

０
０
万
署
名
達
成
へ

九
条
の
会
ア
ピ
ー
ル
」

を
採
択
し
て
散
会
し
ま

し
た
。

５
月
３
日

有
明
防
災
公
園
で
開

催
さ
れ
た
、
憲
法
集
会

２
０
１
８
に
参
加
し
ま

し
た
。

５
月
15
日

発
足
時
よ
り
日
高
九

条
の
会
に
所
属
し
て
い

た
ろ
う
せ
い
さ
ん
が
福

井
に
帰
省
さ
れ
ま
し
た
。

本
日
、
事
務
局
に
電
話

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

福
井
で
九
条
の
会
を
続

け
て
い
き
た
い
と
決
意

を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
日
高
九
条

の
会
の
み
な
さ
ま
も
お

元
気
で
、
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

６
月
３
日

オ
ー
ル
埼
玉
総
行
動

北
浦
和
公
園
で
オ
ー

ル
埼
玉
総
行
動
に
参
加
。

全
体
で
１
３
５
０
０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
孫

崎
享
氏
が
記
念
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
北
与
野
、

浦
和
駅
ま
で
の
パ
レ
ー

ド
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

７
月
９
日
、
核
兵
器

を
無
く
そ
う
！
と
日
高

市
内
で
平
和
行
進
。
昨

年
の
７
月
７
日
に
国
連

で
核
兵
器
禁
止
条
約
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、

発
効
す
る
に
は
50
ヶ
国

が
条
約
の
批
准
が
必
要

で
す
。
つ
い
最
近
、
コ

ス
タ
リ
カ
が
11
番
目
の

批
准
国
に
な
り
ま
し
た
。

核
兵
器
に
よ
る
被
爆
国

日
本
の
政
府
は
条
約
の

署
名
も
拒
否
、
核
の
傘

に
し
が
み
つ
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
米
朝
首
脳

会
談
が
歴
史
的
な
会
談

を
行
い
、
北
朝
鮮
は
核

廃
棄
を
約
束
し
ま
し
た
。

日
本
が
韓
国
、
北
朝
鮮

と
共
に
核
廃
絶
の
道
を

歩
め
ば
世
界
の
情
勢
を

大
き
く
変
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
核
兵
器
廃

絶
の
署
名
と
安
倍
九
条

改
憲
Ｎ
Ｏ
！
の
３
０
０

０
万
人
署
名
を
大
い
に

進
め
ま
し
ょ
う
。

９
区
連
絡
会
が
Ｓ
Ａ

９
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

応
援６

月
24
日
、
安
倍
政

治
は
い
や
だ
９
区
連
絡

会
は
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

で
開

催
さ

れ
た

「
日
本
国
憲
法
９
条
と

Ｓ
Ａ
９
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
参
加
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
成
功
の
た
め
、
Ａ
Ｓ

Ｉ
日
高
は
会
場
準
備
、

要
員
手
配
に
協
力
し
ま

し
た
。
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改
憲
反
対
・
核
兵
器
禁
止

２
０
１
８
年
の
日
高

米
朝
会
談
・
核
兵
器
廃
絶
に
向
か
う
。
日
高
で
平
和
行
進


